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研究成果の概要（和文）：我々は｢医療事故生成プロセス防御モデル｣に立脚した、科学的な医療安全教育プログラムと
してKYTの教育実践を行い、その効果を検討した。その結果、KYTの実施は｢医療安全の意識と行動｣と｢エラー報告｣に影
響を及ぼし、｢施設評価｣や｢安全文化｣に肯定的な影響を与えることが示唆された。
｢KYT導入経過モデル｣における｢導入期｣は、知識をつけるだけの研修では効果が現れず、｢実践期｣１ヶ月後では｢実施時
間確保の困難｣が障害となっていた。3ヶ月後になると、確認行為等の自己変化だけでなく，部署内での｢リスクの伝達｣
｢KYT用紙作成｣等の新たな活動が認められた。今後これらの知見を広く社会に還元していきたい。

研究成果の概要（英文）： We performed educational practice of KYT as a scientific medical safety education
 program based on a defense model against medical accident generation processes, and the effect by the pra
ctice was examined. As a result, enforcement of KYT affected the consciousness of medical safety, action, 
and error reporting. Positive influence on institution evaluation and safety culture was suggested. 
 In the introductory period in a KYT introduction progress model, obtaining knowledge does not have any ap
preciable effect. One month after the practice period, difficulty in scheduling enforcement time became an
 obstacle. After three month, new acts such as transfer of risk information and making KYT notes as well a
s self behavioral changes (reconfirmation etc.) were recognized in the trainees. These results suggest pos
itive effects and the importance of KYT education in practice. I would like to return the knowledge of the
se to society widely from now on.

研究分野：

科研費の分科・細目：

医歯薬学

キーワード： 危険予知（KYT）　医療安全　教育プログラム　医療安全の意識と行動　安全文化　導入経過モデル　導
入期　実践期

看護学 ・基礎看護学



１．研究開始当初の背景 
（1）.研究の動向 
①医療事故やヒヤリハットの研究は急速に進展し，

情報の共有が進み，戦略的なエラー対策の研究
も展開されるようになった。危機感の共有によ
って，問題意識の向上も起きてきた。 

②次の段階としては，情報の分析を教育訓練に生
かすことが期待される。 

（2）.現状の問題 
①調査報告や防止アイディアの報告はあっても，

効果を科学的に測定し，効果を実証した介入実
践研究は，意外と少ない。 

②教育訓練が行われても，効果の検証が伴わない
ため，説得力がなく，普及への動機付けを削い
でいる。科学的な実践研究の展開が待たれる。 

（3）研究の経緯 
①我々は，基礎看護学と社会心理学の研究者のチ
ームで，医療事故防への教育的課題を実証的に
探ってきた。その結果，個人内と個人外（環境）
の多要因が一連の動的連鎖を経て事故に至る基
本構造と，各段階でのストッパーの挿入可能性
を模式図化した「医療事故生成プロセス防御モ
デル」を提案するに至った。 

②事故の発生と予防に関する基本枠組みが用意で
き，介入可能性のあるポイントと具体的な要因
が，可視化された。医療安全の教育的関わりも
本モデルの枠組みで整理したい。 

 
２．研究の目的 

（1）我々は「医療事故生成プロセス防御モデル」
に立脚した科学的な医療安全教育プログラム
として，KYT（危険予知訓練）の教育実践を行
うこととした。 

（2）本格的な教育実践研究のパラダイムを適用し
て，科学的に効果を検証する。学生実習の準備
教育と，病棟の実務教育の二種類の場で，個人
レベルと人的・非人的環境レベルの効果を総合
的に検証することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
（1）病院におけるKYT導入効果に関する検討 

①KYT 導入病院における変化に関する検討：KYT
の「４ラウンド法」を，病棟を挙げて実践し
ている病院に，実施効果に関する実態調査の
協力を依頼。調査方法は，①聞きとり調査，
自由記述と評定法を組み合わせた質問紙調査。 

②KYT 実施の有無による安全文化の差異： 
KYT 実施の有無によって，安全意識をはじめと
する安全文化がどのように異なるかを検討。調
査方法は：評定法を用いる。 

③KYTの記載方法などの資料収集とその検討：評
定項目を精選して尺度化し，後の効果測定に
用いられるよう準備する。 

測定する変化は，個人の変化であり，自己報告
の情報を中心として分析する。 

 (2)KYT介入実践に関する縦断的研究 
①KYT導入の経過をたどる縦断研究を企画し，
KYT導入研修が新人看護師にどのような学び
や効果をもたらすかについて，検討を行う。 

②KYT を組織ぐるみで導入した場合の，介入実
践をめぐる実証的検証：医療施設への KYT 導
入の経過をたどる縦断研究を企画する。そし
て準備期における KYT 導入研修の反応を分
析する。 

③KYT導入後1カ月，3カ月の時点で認識され
た部署内での実施への障害や効果について
検討する。 

（3）医療現場における安全文化測定尺度の開発と
影響モデルの検討：医療現場における安全文
化測定尺度の開発と，安全文化構成要因の関
係性及び医療安全との関連を検討する。 

(4)学生への危険予知訓練・教育教材の開発 
①学生への危険予知訓練・教育教材の開発し，      
教材使用の効果を検討する。実習前の看護教育
において，KYT教示を使用した演習を実施する
ことで，実施後の安全に対する意識がどのよう
に変化したかを検討する。 

 
４．研究成果 
（1）病院におけるKYT導入効果に関する 

検討 
①KYT 導入病院における変化に関する検討：KYT
を導入しているA病院の看護師120名に，KYT導
入でどのような変化が起こったかを尋ねた（回
収率：97%）。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その結果，KYT実践による変化として認識され

たことは，Table 1 に示された変化内容（組織・
同僚上司・患者・自分）であった。 

②質的研究のデータを元に，質問紙（KYT実施経験
の有無と医療安全文化尺度一部引用及び医療安
全に関する意識と行動に関する尺度）を作成し，
看護師1009名に調査を行った（回収率61.9％）。
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Tab.1  看護師が感じた変化 



KYT実施の有無による医療安全文化（1.安全意識，
2.シフト交替，3.協力体制，4.ミスへの反応，
5.人員配置）の差異についてT検定を行った結果，
KYT実施群は未実施群に較べて，安全意識と協力
体制及び患者に対する安全管理総合評価におい
て，有意に高い値を示した。また医療安全に関
する意識と行動についても，チームコミュニケ
ーションや確認行動および主体的な報告説明等
に，有意な差が認められた。                                                                                                                               

③KYTの記載方法などの資料収集とその検討： 
評定項目を精選して尺度化と個人の変化に関す
る要因を分析した。予備調査（看護管理者を対
象とした面接，病棟看護を対象とした質問紙調
査）の結果を踏まえ，KYTの評価測定を目的とし
た尺度を作成した。これらの評価尺度に関し，
a.評価尺度の信頼性を検証すること， b.評価尺
度の妥当性について「患者安全文化測定尺度」
を用い検証すること， c.評価尺度の妥当性につ
いて「妥当性の一般化」や「モデルとの適合性」
などを用いて検証することを目的として調査を
行った。対象者は，看護師1009名(回収率61.9％）
で，郵送法による自記式質問紙調査を行った。
その結果，評価尺度の信頼性（α係数＝0.936） 
が高いことが明らかになった。また評価尺度と
「安全文化尺度」との間で，相関傾向（r=0.390**，
p<.01）が認められた。KYTの実施は「未実施群」
と「実施群」に関し，｢医療安全の意識と行動｣
の多くの項目において「未実施群」より「実施
群」の方が有意に高い値を示し，KYTの効果が示
唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

またパス解析からも， KYTの実施は「医療安全
の意識と行動」と「エラー報告」に影響を及ぼす
ことが明らかになった（Fig.1）。加えて評価尺
度「医療安全の意識と行動」は，「施設評価」や
「安全文化」に肯定的な影響を与えることが明ら
かになった。以上の結果より，評価尺度である「医
療安全の意識と行動」は，信頼性および妥当性を
得ていたことが検証された。また，KYTの実施評
価方法として有用であることが示された。 

(2) KYT介入実践に関する縦断的研究 
① KYT導入研修が新人看護師に与える効果： 
＜導入研修＞2011 年 7 月初旬。Ａ病院に勤務

する新人看護師 88 名を対象に研修を実施。そ
の内容は医療安全についての解説，インシデン
トレポート活用 KYT に関する講義と演習。終
了後に，留め置き法による質問紙調査を実施
（回収率 98.9％）。＜追跡調査＞導入研修の 5
カ月後にあたる 2012 年 12 月，質問紙調査実施
（回収率 64.4％）。調査項目は，医療安全と導
入研修後の変化，KYT の危険予知に対する有効
性であった。【結果】1．KYT 研修での学びに
関する導入研修直後の認識：数量化Ⅲ類によ
る分析の結果，「危険予測」，「KYT の理解・
応用」，「情報共有」の３つのグループが認め
られた。2．5 ヶ月経過時点における KYT の
危険予知への有効性：KYT の危険予知におけ
る有効性について整理した。最も多かったの
は，新たな視点の獲得，次いで意識づけ，予
防行動，これからの予測であった。 

②介入実践をめぐる実証的検証－準備期における
KYT 導入研修の反応分析－：研究協力者は，医
院と介護施設を併設したB施設の職員29名。
研修内容：インシデント KYT の考え方と手順
を説明し，小グループで計 2 回の演習実施。
＜研修前後＞に医療安全と安全教育への認
識と，KYT の知識を評定して貰った。【結果】
a.研修前後の変化：研修前より後の方に評価
が高い項目は，医療安全意識のうち 3 項目。 
b．KYT 研修で学んだことを，数量化Ⅲ類を用
い分析。結果，心がけ―システム，点検―予
防の二軸が認められた。 
c. KYT 実施の障害： 分析の結果，支障―意図
的努力，煩雑―余裕の二軸が認められた。よ
って，知識をつけるだけでは KYT 実践が根付
かないこと，環境調整が必要なことが示唆さ
れた。 

③KYT 導入後 1 カ月，3 カ月時点で認識された
実施上の障害や効果：対象は，1 カ月後・3
カ月後の調査で 11 名。導入後の変化の記述
に関する数量化Ⅲ類による分析では，1 カ月
後の時点では，第 1 軸は個人－チーム，第 2
軸は困惑－効果と解釈され，困難感と改善感
の 2 カテゴリが認められた。「確認行為が増
加した」「利用者により意識を向けた」など
が得られ，「実施時間の確保が困難」と KYT
の障害を感じていた。3 カ月後の時点では，
第 1 軸は個人－チーム，第 2 軸は行動－コ
ミュニケーションと解釈され，定着－行動変
化と解釈された。確認行為や意識といった自
己の行動の変化だけでなく，部署内での「リ
スクの伝達」「KYT に関する記入用紙の作
成」等の新たな KYT 活動が認められた
（Fig.2）。 

 
Fig.1  KYT 実施とその効果の影響因子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3）医療現場における安全文化測定尺度の開発と
影響モデルの検討 

a. 研究対象は，A 大学病院に勤務する看護師 904
名。質問紙の回収率は 41.5%。調査方法：回答期
限は１週間とし，各部署の師長を通して配布した。
質問紙は，安全文化に関する質問 56 項目，過
去 6 ヶ月間に報告したインシデント件数報告
に関する質問 1 項目，安全対策への総合評価に
関する質問 3 項目，性別，年齢，勤務年数等 7
項目から構成された。 

b.質問紙は，安全文化に関する質問 56 項目，過
去 6 ヶ月間のインシデント件数報告，安全対策
への総合評価等から構成された。【結果】因子 
分析の結果，医療現場における安全文化は，病
院マネジメント，安全環境，リーダーシップ，
安全コミュニケーション，チームの安全活動，
技術・知識の認識の 6 つから構成されているこ
とが明らかになった。尺度の信頼性係数はα
=.71～.93 と高い値を示した。一定の妥当性も
備えていると考えられ，実用に耐えうる尺度で
あることが示された。共分散構造分析によって
安全文化の構成要因間の関係を検討した結果，
構成要因は，相互に関連しながら，病院レベル
からチームレベル，更に個人レベルへと階層的
に影響を与えることが認められた（Fig.3）。 

 
 
 
また安全文化は，安全確認行動を促進し，イン

シデント発生を抑制する可能性が示された（Fig.4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本研究により，医療現場における安全文化の

構成要素が明らかとなった。また，構成要素同
士の関係と安全文化が安全に与える影響力の
流れが把握でき，医療安全との関連を示すこと
ができた。 

(4)学生への危険予知訓練・教育教材の開発 
①学生向けのKYT教材の開発については，平成23

年度に原稿作成をほぼ終え，2014年度に発刊し
た。最終的には新人看護師を対象とし，KYT基
礎4ラウンドの実施例を挙げ，記載・討議しな
がら学べるテキスト形式とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 KYT 導入経過モデル －効果と問題－ 
Fig.3   安全文化の影響モデル 

 
Fig.4   安全文化と医療安全の関係 

 

 

②今年度より，この教材
を使用した単元別の
KYT 演習を本格的に
実施している。今年度
末には，KYT 教育効
果報告を行う予定で
ある。 



②この教材を使用し，単元別にKYTによる演習を
本年度より本格的に実施している。 
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to the cognition of administrative nurses， 
The 27th International Congress of Applied 
Psychology，2010.6.13，Melbourne(Australia). 
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